
お問い合わせ アクセス
TEL 052-910-3366 FAX 052-910-3367 名古屋市北区志賀町4丁目60-31

地下鉄名城線「黒川」下車4番出口から北へ徒歩12分

北文化小劇場 催し物ご案内
令和4年

11月

＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため催し物が中止となる場合がございます。開催の有無につきましては、
上記問い合わせ先までご連絡ください。ご来場の際は、感染防止対策にご協力をお願いいたします。
＊非公開の催し物や練習でのご利用等のため掲載のない催し物もございます。予めご了承ください。
＊催し物の時間、内容等が変更になることがございます。

広告募集中！
掲載料1枠5,000円/年

ご希望の方は北文化小劇場まで
TEL 052-910-3366

開催日 催事名 開演 終演 問い合わせ先 入場料

10日
(木)

年末調整説明会
年末調整事務の留意事項について

13:30 15:00

公益社団法人
名古屋北法人会
915-3886
(FAX 915-3850)

無料(要事前申込)

11日
(金)

第2回 税務教室 10:00 11:30

公益社団法人
名古屋北法人会
915-3886
(FAX 915-3850)

無料(要事前申込)

13日
(日)

日本舞踊 華遊會 12:00 16:00
中京花撰 舞遊会
葛西 啓作
090-3305-4507

無料(入場制限有り)

20日
(日)

ゆずりん
明日に咲くよコンサート 13:00 15:30

楽しいことをいっぱい
実行委員会
下山
090-1743-2765

全自由席
大人 3,000円
小･中･高校生 1,000円

23日
(水)

第十回「紀和会」
13:00 17:15

紀和会
0567-95-5258

全自由席 3,000円
(当日とも)

26日
(土)

あの頃の歌と名作詞家
セレクション

～阿久悠となかにし礼～
①10:30
②14:30

①11:30
②15:30

北文化小劇場
910-3366

時間指定・全指定席
一般 1,500円
友の会会員(前売のみ)
障がい者等 1,300円
※未就学児入場不可

29日
(火)

税を考える週間
記念講演会

13:30 15:00

公益社団法人
名古屋北法人会
915-3886
(FAX 915-3850)

無料(要事前申込)

北文化小劇場だより
2022年

11月

チケット
取扱い

…北文化小劇場にてチケット取扱い
チケット
取扱い

チケット
取扱い

ご来場いただきまして
ありがとうございました！

朝っぱら！コンサート

午後までモーニングジャズ

チケット
取扱い



伝統芸能共育コーディネーター連載エッセイ 第七十八回 北区の施設紹介 第61回 ～北図書館～

北図書館
北区志賀町4-60-31
TEL 912-8111
開館時間
火～土 9:30～19:00
日祝日 9:30～17:00
月曜(祝日を除く)、第3金曜日休館

広告募集中！
掲載料1枠50,000円／年

ご希望の方は北文化小劇場まで
TEL 052-910-3366

施設事業のご案内

読書の秋にちなんで、北文化小劇場の階下にある北図書館を特集します。今年4月に赴任してき
た菊地館長にお話を伺いました。
―新図書館長としての抱負は？
「館長の菊地修一です。前の職場は名古屋市立大学でした。私も本が好きなので、沢山の人に本を
読んでもらいたいです。図書館を今まで利用してこなかった人も、ぜひ一度足を運んで下さい。」
―どんな本がお好きですか？
「推理小説が好きで、東野圭吾や中山七里を読みます。推理小説はどの本を読んだか忘れる事があ
りますが、図書館で借りれば間違えても返却できますので、ぜひ図書館で読んで下さい(笑)」
―利用者の方にメッセージを。
「図書館は何度来ても毎回新しい発見があります。またインターネットで家から図書を予約出来る
など便利なサービスもありますのでぜひご活用下さい。」
去年始まった電子図書サービスも現在約17,000冊所蔵。利用者も徐々に増加中です。図書館に行

かなくても本が読めるのでご利用下さいとの事でした。
実りの秋にふさわしい本を3人の司書さんが推薦してくれました。

・『Jazzing 山本容子のジャズ絵本』 山本容子/著 講談社
山本容子×ジャズ！ページをめくれば、ジャズの持つ芳醇で魅惑的な世界にひきこまれ、時間を

忘れて見入ってしまいます。 (岩田さん)
・『どんぐりの呼び名事典』 宮國晋一/写真・文 世界文化社
散歩の途中で見つけるとついつい拾ってしまうどんぐり。どんぐりにも、様々な種類があるのを

知っていますか？ (佐藤さん)
・『ぼくらのなまえはぐりとぐら』 福音館書店母の友編集部/編著 福音館書店
かごいっぱいのどんぐりや栗を持った、ぐりとぐらの折り紙の作り方が載っています。他にも、

ぐりとぐらの情報がたくさん。 (山形さん)
図書館では11月に集会室で「おはなし会(幼児、小学生向け)」〔11/2,9,16,30(水)15:30～16:00、

11/12,26(土)14:00～14:30〕と「ストーリー・テリング(語り)おはなし会(5歳以上)」
〔11/5(土)11:00～11:30〕が開催されます。詳細は北図書館までお問合せ下さい。

催物等へご来場されるお客様へのお願い

＊状況よっては公演を
中止する場合がござい
ます。最新情報は劇場
のfacebookページにて
ご案内しますので、事
前のご確認をお願いい
たします。

このエッセイを書かせて頂いて6年が経ちまして、今回が20回目になることに驚くと共に、子どもた
ちのエピソードをこんなに沢山お伝え続けられましたことに改めて感激しております。
今回は、この春小学校3年生で準名取になった女の子の保育園時代からのエピソードをお話ししたい

と思います。
彼女との出会いは今から6年程前、まだ3歳でした。お友達に誘われて、集団でのお稽古でしたので、

初めての日舞、初めての先生(私のことです)、そして大勢のお姉さんたち(殆どが小学生)に囲まれて、
不安だったのでしょう。涙が溢れてもう踊れないかと思うくらいでした。でも曲が流れると、どこか笑
顔をチラつかせながら一緒に踊るのです。回を重ねるごとに涙が少なくなり、最後には笑顔で発表会に
も出ることができました。本人の日舞を楽しく思う気持ちはもちろん、親御さんの「きっとこの子は日
舞が好きなはず」と、諦めずに励まし続け、連れて来てくれたおかげでもあります。
その頃はまだコロナ禍前、月に一度ずつ介護施設に慰問に行っていました。皆、慰問が大好きで、彼

女も積極的に参加して、入居者の皆様にとても喜んで頂いたことを思い出します。子ども4～5人と私を
含む大人2人位で訪問、順に踊るのですが、彼女は自分の出番前になると必ず足をがに股にしてぐっと
腰を落とす変わったポーズをするのです。何をしているのかしらと聞いてみると、いわゆる「股割り」
で、私たちが男役の踊りを踊るとき、着物の裾がスムーズに開くように、一度裾をさばくために、がに
股になる姿をいつも見ていたようで、自分も出番前には必ず股割りをしてから出なければと子ども心に
思ったようです。
そして今では、年に2回ずつ行われるおさらい会で、出番の前には、袖や楽屋で真剣に何度も振りを

おさらいしたり、男役の時には、もちろん「股割り」をしてから舞台に立っています。
『大人(師匠)を見て育つ』伝統芸能の真の姿です。大人のちょっとしたしぐさ、言動までも、上手に

真似をして表現する子どもたちにドキッとさせられつつも、日本舞踊のおもしろさを伝え続けていけた
らと思っています。

施設外観

ホール競合受付＆練習室単独利用受付のご案内

ホールは文化活動でのご利用の場合、1年前からお申し込みが可能です。また、練習室単独でのご利用の場合は、使用する月
の2ヶ月前からお申込みが可能です。

●受付時間／9:00～20:00（休館日を除く）
●休 館 日／月曜日（休日の場合はその直後の平日）、年末年始(12月29日～1月3日)

* 受付期間については、変更となる場合がございます。ご利用を検討されている方は事前に劇場までご連絡ください。
* 施設の空き情報は事業団HP https://www.bunka758.or.jp/ からもご覧いただけます。

ホール競合受付

利用月 受付期間

2023年11月分 2022年 11月1日（火）～5日（土）

2023年12月分 2022年 12月1日（木）～6日（火）

2024年 1月分 2023年 1月4日（水）～8日（日）

練習室単独利用受付

利用月 受付開始

2023年 1月分 2022年 11月1日（火）～

2023年 2月分※ 2022年 12月1日（木）～

2023年 3月分 2023年 1月4日（水）～

お稽古の様子

日本舞踊・ちびっこほのぼのエピソード集 「第20回～舞台に出る前に・・・～」

日本舞踊五條流師範
五條美佳園先生

男踊り「股割り」をしていざ本番へ いざ本番

11/26（土） 「あの頃の歌と名作詞家セレクション～阿久悠 と なかにし礼～」 【好評発売中】

昭和を輝かせた二人の作詞家、阿久 悠となかにし礼。
共にライバルであり、数多くのヒット曲を世に残しました。そんな名作詞家による、今も色あせることのない“言葉”で

紡がれたヒットソングを始め、懐かしさを感じられる名曲の数々を若手演奏家による歌と演奏でお届けします。

日 時：令和4年11月26日(土)
午前／10:30開演(10:00開場) 午後／14:30開演(14:00開場)
公演時間：約60分(休憩なし)

会 場：北文化小劇場ホール
料 金：＜時間指定・全指定席＞

一般 1,500円 友の会・障がい者等 1,300円
※未就学児入場不可。

出 演：アンサンブル hoku hoku
[菊池京子(ソプラノ)、西元 佑(バリトン)、秀平雄二(ピアノ)、松原未弥(フルート)]

プログラム：津軽海峡冬景色、青春時代、恋のフーガ、北酒場 ほか

菊池館長

KITA JAZZ!コーナー 本の帯コンクール優秀作品展示

※2023年2月13日(日)～24日(金)の期間は、施設メンテナンス
のため練習室のご利用はできません。


